
求
め
ら
れ
る
の
は
、問
題
を
つ
く
る
力

「
算
数・数
学
の
生
活
化
」を

め
ざ
し
子
ど
も
を
楽
し
く

導
け
る
教
員
に

「
日
常
生
活
や
社
会
の
事
象
を
数
理
的
に
と
ら
え
問
題
を
見
い
だ
し
、

数
学
的
活
動
を
通
し
て
数
学
的
に
考
え
る
資
質・
能
力
の
育
成
」
―
―

学
習
指
導
要
領
が
示
し
た
新
た
な
目
標
で
す
。
生
活
の
中
に
算
数
・
数
学
を

ど
う
活
用
す
る
か
。
教
員
養
成
課
程
で
の
実
践
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

教育学部教育学科教授

瀬沼花子
Hanako Senuma

国立教育政策研究所で数学
教育研究室長、総括研究官
を歴任。国際的な学力調査
TIMSS及びPISAの算数・数
学国内調査責任者を務めた。
2009年度より現職。全国数
学教育学会理事。著書多数

教文系の
学
生
が
多
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
教

員
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
、
解
く
力
よ
り
問

題
を
つ
く
る
力
。
そ
こ
で
授
業
で
は
必
ず
す

べ
て
の
検
定
教
科
書
の
比
較
を
行
い
ま
す
。

数
字
や
場
面
の
意
図
を
検
討
も
せ
ず
、
無
目

的
に
教
科
書
を
た
だ
書
き
写
す
だ
け
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
理
解
は
深
ま
り
ま
せ
ん
。

　
小
学
3
年
生
で
習
う
分
数
問
題
を
例
に
挙

げ
る
と
、
あ
る
教
科
書
は
「
1
m
を
3
等
分

す
る
と
1
つ
分
の
長
さ
は
何
m
で
す
か
」。

あ
る
教
科
書
で
は
生
花
店
の
絵
が
添
え
ら
れ

「
1
m
で
3
つ
の
リ
ボ
ン
を
つ
く
る
に
は
1

つ
分
の
長
さ
は
何
m
で
す
か
」。
後
者
は
目

的
が
あ
っ
て
実
用
的
。
こ
う
し
た
工
夫
が
算

数
と
子
ど
も
た
ち
の
日
常
を
つ
な
げ
て
く
れ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
問
題
を
つ
く
る
た
め
に
は
総
合
的

な
知
識
と
、
児
童
・
生
徒
が
こ
れ
ま
で
に
何

育
学
部
に
は
受
験
の
た
め
に
算
数
や

数
学
の
問
題
を
解
い
て
き
た
と
い
う

を
学
び
、
こ
れ
か
ら
何
を
学
ぶ
か
を
理
解
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
学
生
が

楽
し
み
な
が
ら
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
ら

と
、「
算
数
・
数
学
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
制
作

や
「
数
学
マ
ジ
ッ
ク
」
の
実
演
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
身
体
感
覚
で
数
を
覚
え
て
い
く
。

学
生
は
知
識
と
し
て
た
く
さ
ん
の
単
位
を
知

っ
て
い
ま
す
が
、
実
用
的
な
感
覚
が
抜
け
落

ち
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
学
力
調
査
に
長
く

携
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
そ
こ
が
日
本
の
子
ど

も
た
ち
の
欠
点
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
現
状
を
受
け
改
訂
さ
れ
た
学
習

指
導
要
領
の
ね
ら
い
は
、
算
数
・
数
学
と
日

常
の
関
係
で
す
。
以
前
は
算
数
・
数
学
の
世

界
で
問
題
解
決
で
き
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
ま
し

た
が
、
現
在
は
日
常
の
中
か
ら
数
学
化
し
て
、

問
題
を
発
見
し
、
現
実
の
世
界
に
返
す
サ
イ

ク
ル
が
大
事
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
算
数・

数
学
の
生
活
化
」
を
、
楽
し
み
な
が
ら
実
現

で
き
る
教
員
を
養
成
し
て
い
き
た
い
で
す
。

算数・数学教育とジェンダー
　瀬沼教授の研究テーマのひと
つが「算数・数学教育とジェン
ダー」。2020年に日本学術会議の
公開シンポジウムで講演を行っ
た。1990年代までに海外の活動
や研究でわかったこととして
「『女子は数学に向かない』は先
入観」「数学を学ぶロールモデ
ルが必要」「男女ともに注目す
ることが大切」を挙げる。しか
し今なお男女差の問題は解決し
ていない。その要因を、女子に
対する教員のステレオタイプが

影響、女子は失敗を恐れる割合
が高いなど、事例や統計に基づ
いて分析した。
　右図では日本の女性研究者の
割合は2019年で16.6％だが、英
国38.7％（2016）、フランス28.3％
（2017）、ドイツ27.9％（2017）、韓
国20.4％（2018）と20カ国中最下
位。大学に所属する日本の女性
研究者の分野別割合では、工学
が8.9％と圧倒的に低い。
（総務省『科学技術調査報告書』）

取材・文＝髙部清美（本誌）
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担当するUS科目「名
著購読」の課題は『数
学マジック事典』（上
野富美夫著）。算数・
数学のふしぎを学び、
体験するために、実演
の場を設けている

ゼミの学生が制作した「算数・
数学カレンダー」の一例。問題
を解くと日付になる。例年コス
モス祭の会場で発表、配布して
いる（2020年度は開催中止）

1981年から約40年に
わたる統計を基に、
1989年から10年ごとの
数値を抜粋し作成。調
査を開始した1981年は、
女性研究者数22,500人、
割合は5.9%

「科学技術指標2020」（文部科学省）をもとに作成

日本の女性研究者数及び
全研究者に占める割合の推移

1989 1999 2009 2019

154,964

16
.6%

13
.0%

10
.0%

7.1
%

116,106

73,000

38,200
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